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　東建工業㈱は、事業活動において、省資源化、省エネルギー化、

リサイクル化を推進し、循環型社会を構築します。

　その目的を達成する為に、下記を定めます。

①事業活動に伴う環境負荷を低減する為、省資源、省エネルギー、廃棄物の減量化、

再資源化、グリーン購入に積極的に取り組みます。

②営業活動において、環境に配慮した商品、サービスをお客様に提案します。

③業務を遂行するにおいて、各関連法規、条例、規制等を遵守します。

④ボランティア活動を含めた地域環境美化活動に参加し、緑化の推進、社会貢献

　活動に積極的に取り組みます。

⑤環境方針は、定期的に見直し、全社員に周知徹底、意識向上に努め、環境マネジ

メントシステムの継続・強化を推進します。

　また、環境活動レポートは、一般の方々にも開示します。

環境方針は、久留米市「環境共生都市づくり協定」に基づき、定める。

改定日　平成23年5月27日

東建工業株式会社

代表取締役　古賀　紳也

環境方針
環境理念

行動指針
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事 業 所 名 称 東建工業株式会社

代 表 者 名 代 表 取 締 役 　　古賀　紳也

所 在 地 本 社 　　福岡県久留米市原古賀町25番地の11

城島支店リサイクルセンター 　　福岡県久留米市城島町内野字新谷494番1

RPF資源化センター 　　福岡県久留米市城島町城島606

長 崎 支 店 　　長崎県長崎市小江町2734-9

柳 川 営 業 所 　　福岡県柳川市横山町20-10

大 川 営 業 所 　　福岡県大川市大字中古賀13-2

大 木 営 業 所 　　福岡県三瀦郡大木町大字上木佐木974-3

環 境 管 理 責 任 者 メスキュード事業部 　　北島　博幸

担 当 者 メスキュード事業部 　　北島　博幸

担 当 者 連 絡 先 住 所 　　福岡県久留米市原古賀町25番地の11

T E L 　　0942-30-3233

F A X 　　0942-37-2103

E － mail 　　info@token-ind.co.jp　　

対 象 範 囲 全組織・全活動を認証範囲とする

　産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物中間処理業及び一般廃棄物収集運搬業 

   総合建設業（建築工事業、土木工事業、水道施設工事業、とび・土工工事業）並びに不動産業、介護用品販売

活動規模 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

処理業（収集運搬業） ｍ3 24,987.36 28,048.59 29,545.90 30,729.05

売上高（全社） 百万円 1,458 1,628 1,563 1,743

売上高（建築部） 百万円 682 959 999 1,115

売上高（メスキュード部） 百万円 577 669 564 628

従業員 人 40 41 41 44

床面積（本社） ㎡

床面積（城島支店） ㎡

床面積（RPF資源化センター） ㎡

床面積（長崎支店） ㎡

床面積（柳川営業所） ㎡

床面積（大川営業所） ㎡

床面積（大木町営業所） ㎡

組織の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業概要（対象活動）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

131.56

2,403

1,097.75

9.9

2
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従業員 数 
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法 人 設 立 日

資 本 金 5,000　万円

許 可 内 容 別紙

保 有 車 両

台数

17

5

1

1

9

台数

7

3

台数

2

2

1

1

台数

2
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　　収集運搬料金については種類・距離等により、計算、中間処理料金は、種類及び量、

　有価物買取料金についても、種類、品質によりお見積り致します。

　　詳細につきましては、当社へお問い合わせください。

　各種工事・不動産に係る料金については、当社へお問い合わせください。
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産業廃棄物収集運搬・中間処理・有価物買取料金　　　　　　

各工事・不動産に係る料金　　　　　　　　　　　　　　　

事業規模　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

昭和54年4月1日

ダンプ

コンテナ

車両形式

軽自動車

普通自動車

メスキュード事業部　　収集運搬車両

メスキュード事業部　営業車両

建設部　現場車両

車両形式

バン（保冷車）

パッカー

キャブオーバ

コンテナ車

車両形式

軽自動車

普通自動車

車両形式

軽自動車

普通自動車

軽トラック

建設部　営業車両



廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

産業廃棄物 ｍ3 22,972.94 23,569.79 24,650.89

（うち特別管理産業廃棄物） (9,231.86) (9,328.64) (9,885.07)

有価物（資源物） ｍ3 2,052.15 2,095.8 2,148.8

一般廃棄物 ｍ3 3,023.5 3,880.31 3,929.41

合計 ｍ3 28,048.59 29,545.90 30,729.05

廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

産業廃棄物 ｍ3 10,348.53 10,266.68 10,679.50

廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

産業廃棄物 ｍ3 10,348.53 10,266.68 10,679.50

廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

有価物　処理量 ｍ3 306.8 480.65 208.55

廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

有価物 ｍ3 306.8 480.65 208.55

廃棄物種類 単位 平成29年度 平成30年度 令和元年度

産業廃棄物 ｍ3 52.25 20.82 34.07
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処理実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

処理後の有価物

最終処分量

収集運搬量

中間処理量

中間処理後の産業廃棄物

有価物　処理量

22,972.9
4 

23,569.7
9 

24,650.8
9 
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一般廃棄物 ｍ3 
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3 

10575.61 
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 

中間処理受入量 

産業廃棄物 ｍ3 
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480.65 

208.55 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 

有価物 処理量 

有価物 処理量 ｍ3 

52.25 

20.82 

34.07 

平成29年度 平成30年度 令和元年度 

最終処分量 

産業廃棄物 ｍ3 



積替保管可能品目
廃酸

廃アルカリ
廃油

所在地

積替保管場所面積 20.3ｍ2

保管上限 6ｍ3

最大保管高さ 1.17ｍ

積替保管可能品目

所在地

積替保管場所面積

保管上限

所在地

種類 処理能力

廃プラスチック類 1.5ｔ/日（8ｈ）

金属くず 4.8ｔ/日（8ｈ）

ガラスくず等 4.2ｔ/日（8ｈ）

ゴムくず 2.2ｔ/日（8ｈ）

所在地

種類 処理能力 処理能力 種類 処理能力

廃プラスチック類 2.9ｔ/日（8ｈ）

金属くず 7.2ｔ/日（8ｈ）

紙くず 2.4ｔ/日（8ｈ）

木くず 4.5ｔ/日（8ｈ）

繊維くず 1.0ｔ/日（8ｈ） 4.4ｔ/日（8ｈ）

ゴムくず 2.0ｔ/日（8ｈ） 4.0ｔ/日（8ｈ）

金属くず・ガラスくず（廃
蛍光ランプ及び廃HIDラン

プに限る）
1.9ｔ/日（8ｈ）

処理詳細

所在地

処理能力

処理詳細

所在地

処理能力

73.5㎡

62.5ｍ3

61.5ｍ2

72ｍ3

長崎県長崎市小江町2734番90

積替保管詳細（長崎支店）

産業廃棄物 特別管理産業廃棄物

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず（以上3品目につい
ては、自動車破砕物を除く。）、汚泥（乾電池に限る。）燃え
殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維く
ず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、動物の死
体、ばいじん、法施行令第2条13号に規定する産業廃棄物

感染性廃棄物、廃油、廃酸、廃アルカリ
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福岡県久留米市城島町内野字新谷494番1

93.39ｍ2

64ｍ3

3.6ｍ

20.3ｍ2

6ｍ3

1.17ｍ

114ｍ2

91.2ｍ3

2.93ｍ

中間処理場詳細（城島支店リサイクルセンター）

福岡県久留米市城島町内野字新谷494番1

7.23ｔ/日

圧縮固化

福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開604番7、福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開606番

福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開604番7、福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開606番

有価物　プラスチック類　圧縮・梱包処理詳細（RPF資源化センター）

処理詳細

処理種類

有価物　金属類　圧縮処理詳細（RPF資源化センター）

破砕

圧縮（19.6ｔプレス）

紙くず

3.6ｔ/日（8ｈ）

圧縮（50ｔプレス）

福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開604番7、福岡県久留米市城島町城島字三兵衛開606番

2.0ｔ/日

繊維くず

事業場詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

廃酸
廃アルカリ

廃油
感染性廃棄物

産業廃棄物

廃プラスチック類・金属くず・ガラスく
ず（以上3品目については、水銀使用製品
産業廃棄物（処分を受託したものを除
く）を含み、自動車破砕物を除く。）、
汚泥（乾電池、パンク修理剤に限る。）

特別管理産業廃棄物

積替保管詳細（城島支店リサイクルセンター）

種類

破砕

14.4ｔ/日（8ｈ）

廃プラスチック類（自動車等廃棄物
を除き軟質系廃プラスチック類に限

る。）

圧縮

種類

廃プラスチック類（自動車等廃棄物
を除き軟質系廃プラスチック類に限
る。）、ゴムくず、金属くず（自動
車等破砕物を除く。）、ガラスくず
等(自動車等破砕物を除き、廃プラ
スチック類、金属くず、ゴムくずと
の混合物に限る。）

中間処理場詳細（RPF資源化センター）

圧縮

処理能力

処理詳細

金属くず（自動車等破砕物を除
く。）

処理種類

4.32ｔ/日（8ｈ）

廃プラスチッ
ク類（自動車
等破砕物を除
く。）、紙く
ず、木くず、
繊維くず、ゴ

ムくず

5.7ｔ/日（8ｈ）



平成30年度目標 令和元年度 令和2年度 令和3年度

（29.10～30.9） （30.10～1.9） （1.10～2.9） （2.10～3.9）

2.958 2.584 2.557 2.531

（-3％） (-1%) (-2%) (-3%)

－

11.921 10.969 10.858 10.747

(-3%) (-1%) (-2%) (-3%)

18.560 18.540 18.353 18.166

(-3%) (-1%) (-2%) (-3%)

8.73 8.07 7.98 7.91

(-3%) (-1%) (-2%) (-3%)

99.992 99.03 100.000 100.000

(＋3%) (＋1%) (＋2%) (＋3%)

1.513 1.469 1.454 1.439

(-3%) (-1%) (-2%) (-3%)

メスキュード事業部 品目 － － 1 1 1

メスキュード事業部及び建設部 件 － － 1 1 1

建設部 品目 － － 1 1 1

全社 回 － － 2 2 2
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　　　令和元年度からの（　　％）表示は、平成30年度実績ベースの削減率を示す。

社会貢献活動への参加

グリーン購入

備考：平成30年度目標の（　　％）表示は、平成24年度実績ベースの削減率を示す。

リサイクル処分場
持込み（ｔ）/

総産業廃棄物排出量（ｔ）
（単位：％）

98.05

環境目標　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電気使用量の削減

ガソリン・軽油使用
量の削減

単位

－

2.61

11.08

20.174

部署

－

環境目標

建設部

メスキュード事業部

H  30年度　実績

メスキュード事業部
（本社事務所・城島支店リ
サイクルセンター・RPF資
源化センター・長崎支店）

二酸化炭素
排出量の削

減

－

kg-CO2/産業廃棄物
収集量及び中間処理・
有価物圧縮量（ｍ3）

－

kg-CO2/
売上高（百万円）

kg-CO2/
産業廃棄物収集量（ｍ3）

－

建設部

　　　柳川営業所、大川営業所、大木営業所については、常時人が駐在していない為、環境負荷はない。

　　　その為、目標を数値で表すことは難しい。

－

総排水量（総給水量）の削減

産業廃棄物排出量の
リサイクル率

－ －－

　　　建設部の電気使用量及び総排水量の削減目標は、各々の現場にての計測は、施主によって、請求が異なる為、全ての工事に比例した電気量又は、総排水量を計測することは困難である。

総排水量（ｍ3）/産業廃
棄物収集量（ｍ3）×100

で算出　※

建設部

1.484

建設部

　　　「電力の二酸化炭素排出係数は、RPF資源化センターは、㈱新出光の平成28年度の実排出係数0.459㎏-CO2/kWｈを、他の場所については九州電力の平成28年度の実排出係数0.463㎏-CO2/kWｈを使用した」

環境に配慮した商品、サービスの提供

建設資材のグリーン購入

－

一般廃棄物排出量㎏/
従業員数（人）

メスキュード事業部
（本社事務所・城島支店リ
サイクルセンター・RPF資
源化センター・長崎支店）

一般廃棄物排出量削減
（焼却分）

メスキュード事業部
（本社事務所・城島支店リ
サイクルセンター・RPF資
源化センター・長崎支店）

－

8.2

×10-2 
×10-



組織図（対象組織）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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従業員44名

社長 

１人 

役員 

３人 

建設部 責任者 

１人 

 営業課 3人 

・受注契約業務 

・顧客満足度管理業務 

 設計課 1人 

・設計業務 

 経理課 1人 

・経理業務 

プレカット工場 
 工務課 4人 

・工事施工業務 

 不動産課 2人 

・受注契約業務 

・顧客満足度管理業務 

メスキュード事業部 

責任者 

１人 

 営業課 6人 

・受注契約業務 

・顧客満足度管理業務 

 経理課 2人 

・経理業務 

 RPF資源化センター 4人 

 

 城島支店リサイクルセンター 12人 

（中間処理場） 

 柳川営業所 

・一般廃棄物収集車 車庫 

 大川営業所 

・一般廃棄物収集車 車庫 

 大木営業所 

・一般廃棄物収集車 車庫 

 長崎支店 4人 

・受注契約業務 

・顧客満足度管理業 

・産業廃棄物収集運搬 車庫 

環境管理責任者 

   1名 



収集運搬・中間処理フロー図（城島支店リサイクルセンター）                                                                                              
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産業廃棄物 

特別管理 
産業廃棄物 

一般廃棄物 

有価物 
プラスチック類 

有価物 
金属類 

最終処分場 

資源 
（製品）等 

中間処理場 
協力会社 

市町村 
クリーン 
センター 

協力会社 
再生工場 

自社にて 
再利用 

自社にて 
圧縮 

中間処理 破砕 

廃プラスチック類 

金属くず ガラスくず 
ゴムくず 

積替保管 

産業廃棄物 
廃プラスチック類 

金属くず ガラスくず 

汚泥（乾電池に限

中間処理 圧縮 

廃プラスチック類 

金属くず ガラスくず 
ゴムくず 

積替保管 

特別管理産業廃棄物 

感染性廃棄物 廃油 

廃酸 廃アルカリ 

収集運搬 
廃石綿 



収集運搬・中間処理フロー図（ＲＰＦ資源化センター）                                                                                              
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産業廃棄

物 王子板紙 

回転式磁選機 

中間処理 破
砕 

廃プラスチック

類 

投入口 

 
廃プラスチック

類 

定量供給機 

固化機 振動振機 

製品冷却装置 排出口 

RPF完成 

産業廃棄

物 

投入口 

 
金属くず・ガラ

スくず 
中間処理場 
協力会社 

資源 
（製品）等 

中間処理 破
砕 
 

金属くず・ガラ



取組目標と主要な活動計画

活動項目

照明に節電装置を設置することにより使用量を抑制

昼休み時、事務所内、蛍光灯の消灯の実施

空調の適温化を徹底する。

ウォービズ・クールビズを推進する。

エアコンファンの取付により、室温のムラをなくす。

パソコンやコピー機の待機電力を抑制

休日前は、切れる電源は全て切り、コンセントプラグから抜き取り

省エネルギー型コピー機への入替え

グリーンカーテンによる断熱化

破砕機又は、圧縮機の作業前点検及びメンテナンスの実施

破砕機又は、圧縮機のこまめな電源オン・オフ

アイドリングストップ等のエコドライブを推進

効率的な走行をする為の始業時車両点検実施及びメンテナンスの実施

アイドリングストップ装置搭載車の導入

低燃費車、低排出ガス認定車の低公害車導入の実施

活動項目

使い捨て商品の使用や購入を抑制

マイ箸運動の促進

資源ごみとの分別を徹底

分別による貢献活動

分別収集搬出時に、搬出量を測定

FAXを電子媒体で管理し、必要なものを印刷していく

使用済み封筒の再利用

電子ファイルによるペーパーレス化

裏紙の再利用

両面コピーによる資源の効率化

廃棄物の分別

リサイクル場の選定

主要な環境活動計画①　　　　　　　　　　　　　　　　

取組目標

一般廃棄物の排
出量削減

1

廃棄物排出量の削減

二酸化炭素排出量の削減

2

取組目標

ガソリン・軽油
使用量の削減

産業廃棄物の最
終処分量削減

2

10

電気使用量の
削減

1



取組目標と主要な活動項目

活動項目

水道の蛇口に節水装置を設置する等、使用量を抑制

車両及び倉庫の清掃時の水ホースの手元に止水装置を取り付け

雨水タンクを利用し、洗車等に利用する

トイレ用水を節約する

活動項目

リサイクル施設の処分場の選定

リサイクル施設への搬入を積極的にお客様へ提案

会社周辺の清掃活動

マニフェストの電子化

再利用出来る封筒の利用

不法投棄撲滅運動の参加

環境フェア・環境展への参加

キャンドルナイトの実施

広告での環境啓発

見える化運動実施

カーボンオフセット商品の購入

グリーン購入ネットワークへの参加及びグリーン購入の実施

活動項目

廃棄物の排出の少ないリフォームの企画・販売

高気密・高断熱の省エネ住宅の企画・販売

現場で購入する資材をグリーン商品やリサイクル商品の購入を検討

活動項目

メスキュード医療安全基金

福岡県建設協同組合献血活動への参加

福岡県エコ事業所への参加

ノーポイ運動への参加

篠山城清掃ボランティアの実施

11

1

環境保全活動の
積極的な推進

2

環境負荷の低減1

取組目標

建設部における環境負荷低減の為の啓発

取組目標

社会貢献活動

取扱い廃棄物の
リサイクルの推進

1

取組目標

環境教育・環境保全活動の推進

主要な環境活動計画②　　　　　　　　　　　　　　　　　

取組目標

総排水量の削減

総排水量の抑制1



               二酸化炭素排出量削減の為の取組　　　　　　　　　　　　　　　
（1）電気使用量の削減
・事務所内において（メスキュード事業部本社・建設部本社）
①照明に節電装置を設置することにより使用量を削減

②昼休み時、蛍光灯の電灯を消灯

③ウォームビズ・クールビズの実施

④エアコンにファンを取り付け、室内の温度ムラをなくす。

12



⑤エアコン設定温度の見直し、こまめなスイッチ操作の実施
設定温度　　夏季28℃　冬季20℃

⑥パソコンやコピー機の待機電力を抑える。

⑦二酸化炭素排出量削減率やコスト削減率の表示

⑧休日前は、切れる電源は全て切り、コンセントプラグから抜く。

⑨省エネルギー型のコピー機への入替え

⑩遮断材による断熱化

・城島支店及びRPF資源化センターにおいて
⑫破砕機又は、圧縮機の作業前点検及びメンテナンスの実施

⑬破砕機又は、圧縮機のこまめな電源オン・オフ

(２）ガソリン及び軽油使用量の削減
・建設営業担当者、メスキュード事業部営業担当者
①アイドリングストップ等のエコドライブの推進

②効率的な走行をする為の始業時車両点検実施及びメンテナンスの実施

③アイドリングストップ装置搭載車の導入

④低燃費車、低排出ガス認定車の低公害車導入の実施

13



　　尿素水

　　　超高圧燃料噴射により、PMを大幅に低減し、低燃費（CO2低減）を実現します。
　　AdBlue（尿素水）をNoｘ（窒素酸化物）に噴射することで、無害な水と窒素に
　　分解します。

廃棄物排出量削減　　　　　　　　　　　　　　　　　
・全社員を対象
①使い捨て商品の使用や購入を抑制

②マイ箸運動の促進

③資源ごみとの分別

④分別による貢献活動

ペットボトルのふたによるリサイクル 　　　　使用済み切手

⑤分別収集運搬時に、搬出量を測定し、搬出量を把握する。

⑥使用済み封筒の再利用

⑦FAXを電子媒体で管理し、必要なものを印刷していく

・建設部において
①電子ファイルによるペーパーレス化
②両面コピーによる資源の効率化
③裏紙の再利用

14

平成27年度重量車燃費達成車収集運搬車両～尿素SCRシステム～



総排水量の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・事務所内において（メスキュード事業部・建設部本社）
①水道の蛇口に節水装置を捕りつけるなど、使用量の抑制
・城島支店において
②雨水タンクや地下水を利用し、洗車や水まき等に利用する。

雨水タンク

③車両及び倉庫の清掃時の水ホースの手元に止水装置を取り付け

④トイレ用水の節約

節水器具取付中

15



・メスキュード事業部にて
①リサイクル施設への搬入を積極的にお客様へ提案

②リサイクル施設の処分場選定を行う

③マニフェストの電子化

④不法投棄撲滅運動の参加

⑤会社周辺の早朝清掃

⑥環境フェア・環境展の実施

⑦再利用出来る封筒の起用

⑧キャンドルナイトの実施

環境教育・環境保全活動の推進　　　　　　　　　　　　

16



⑨広告での環境啓発

⑩見える化運動の実施

⑪グリーン購入ネットワークへの参加及びグリーン購入の実施

⑫カーボンオフセット商品の購入

17



①高気密・高断熱の省エネ住宅の企画・販売の推進

②廃棄物の排出の少ないリフォームの企画・販売

③現場で購入する資材もグリーン商品やリサイクル商品の購入を検討する

④ハイブリッド車の導入・検討

社会貢献活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①メスキュード医療安全基金
　　リサイクル搬入処分場である共英製鋼㈱は、廃棄物の処理だけではなく、
　医療活動とその発展に貢献したいと思いから、2002年メスキュード安全基金を
　設立、当社では、取扱量に応じて、一定額を積み立てています。
　　平成27年5月、財団法人　日本医療機能評価機構より安全対策推進への貢献に
　対して、感謝状を賜りました。

②福岡県建設協同組合献血活動への参加

③福岡県エコ事業所への参加

④ノーポイ運動への参加

⑤篠山城清掃ボランティアの実施

18

建設部における環境負荷低減　　　　　　　　　　　　　



　・環境関連法規への違反、訴訟の有無

関連法規 遵守状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 適合

消防法 適合

浄化槽法 適合

道路運送車両法 適合

騒音規制法 適合

振動規制法 適合

建築基準法 適合

下水道法 適合

オフロード法 適合

建設リサイクル法 適合

水質汚濁防止法 適合

自動車リサイクル法 適合

家電リサイクル法 適合

小型家電リサイクル法 適合

フロン排出抑制法 適合

以上、当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、

違反はありませんでした。

また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

　毎月1回の事業部毎による勉強会や外部講習会を受講しています。

また、年一回、防災、又は火災時の対応策として、消防署の方を講師に迎え、

消防訓練及び非難訓練を行いました。

環境関連法規の遵守　     　　　　　　　　　　　　　　　

教育訓練　                   　　　　　　　　　　　　　　　

19



令和元年度目標 判定 達成率

電気使用量の削減 メスキュード事業部
kg-CO2/収集運搬量及び中
間処理量（ｍ3） 2.584 〇 111.7

メスキュード事業部
kg-CO2/収集運搬量（ｍ
3） 10.969 〇 104.8

建設部 kg-CO2/売上高（百万円） 18.540 〇 108.7

メスキュード事業部 kg/従業人数（人） 8.07 〇 105.8

建設部
リサイクル処分場持込み（t）/総
産業廃棄物排出量（ｔ） 99.030 △ 98.0

メスキュード事業部
総排水量ｍ3/産業廃棄物収
集量（ｍ3）×100で算出
※

1.469 × 79.7

人

ｍ3

ｍ3

メスキュード事業部本社事務所 9,258 9,253 14,454.00 9,855.88

メスキュード事業部　城島支
店 7,706 6,885 12,436.28 9,398.90

メスキュード事業部　RPF資
源化センター 0 0 109,439.88 103,333.80

長崎支店 3,740.52 2,760.40

建設部　現場

売電 -39,914.06 100,156.62 -30,440.90 94,908.08

メスキュード事業部　営業課 21,491 33,151 32,734.73 28,946.78

メスキュード事業部　収集運
搬課 108,648 121,068 294,544.37 292,045.70

建設部　営業課 22,296.32 12,801.47 10,314.25 9,085.20

建設部　工務課 15,153.59 13,972.61 9,840.04 9,930.88

全社 184,812.65 197,284.26 447,590.01 434,916.64

全社（太陽光発電分差引調整
前） 487,504.07 465,357.54

全社 kg-CO2/売上高（百万円）

メスキュード事業部・建設部
事務所 140 144 240 244

メスキュード事業部　城島支
店リサイクルセンター 177 125 85 93

メスキュード事業部　RPF資
源化センター 152 154

長崎支店 63 52

建設部　現場

メスキュード事業部・建設部
事務所　一般廃棄物

kg

リサイクル処分場持込み

メスキュード事業部 品目 1 〇 100.0

メスキュード事業部及び建設部 件 1 〇 100.0

建設部 品目 1 〇 100.0

全社 回 2 〇 100.0

　※総排水量の削減目標は「総排水量ｍ3/産業廃棄物収集量（ｍ3）」で表示すると小数点２桁の数値となる為、計算値を100倍したもので記載している。

2
0

10.45

環境負荷実績一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H30年度実績 令和元年度実績

総排水量の削減目標

二酸化炭素
排出量総排
出量削減目

標

2.610 2.28

ガソリン・軽油使用
量の削減

11.08

17.055

一般廃棄物排出量の削減目標 8.15 7.60

20.174

産業廃棄物リサイクル率 97.07

1.484 1.767

99.25 99.36

2.77

29,545.90 30,729.05

0

19,016.08

2.10

374.92 194.43

372.12 193.19

20,154.29

10,501.88 10,888.05

ガソリン・軽油使用
量

327,279.10 320,992.48

37,449.91 26,774.08kg-CO2

0

総排出量

286.37 249.52

kg-CO2

350 330

総産業廃棄物収集量

中間処理及び有価物圧縮・梱包量

従業人数 41 44

総排水量 ｍ3

125,348.98

543

140,070.68

540

二酸化炭素
排出量

廃棄物排出量
335 325

建設部現場　総産業廃棄物排出量 ｔ
23.92

16,964 16,138

259.74 153.18

130,139 154,219

27 28

317 269

0 39

電気
使用量

H19年度実績 H20年度実績

1.055 0.915

　「電力の二酸化炭素排出係数は、RPF資源化センターは、㈱新出光の平成28年度の実排出係数0.459㎏-CO2/kWｈを、他の場所については九州電力の平成28年度の実排出係数0.463㎏-CO2/kWｈを使用した」

　 総排水量削減目標の数値は小さい為、100倍した数値である。

0 23.22

0 0

0

11.36 12.04

74.158 53.871

12.96 11.79

11457 12806

4618 4834

　 達成率：((目標-実績)/目標-1）×100

1

1

1

2

1

1

1

2

グリーン購入

環境に配慮した商品、サービスの提供

建材資材のグリーン購入

社会貢献活動への参加



メスキュード事業部

取組み内容 評価

電気使用量による
二酸化炭素排出量削減

　本年度における電気使用量による二酸化炭素排出量は
前年度比で、5.2％（売電を含まない場合10.51％）の
減少となり、今年度の目標達成となった。
目標達成となった要因は、会社全体での削減ができ、ま
たRPF資源化センターに太陽光発電を設置し、自社利用
により使用量が削減したことである。
RPF資源化センター、城島支店においては、効率の良い
運転・機械のメンテナンスに取り組んでいく。
事務所・長崎支店でも昼休みの消灯やパソコンの省エネ
等で、取組みを継続していきます。

ガソリン・軽油使用量による
二酸化炭素排出量の削減

　本年度におけるガソリン・軽油使用量による二酸化炭
素排出量は前年度比で、1.92％減少し、今年度目標達
成となった。今後、車両の増加に伴いガソリン・軽油使
用量は増加していくものと思われ、、従来の取組み再度
周知徹底、効率の良い回収ルートの見直し等を行い、削
減に取組んでいく。

一般廃棄物排出量の削減
　本年度における廃棄物排出量は前年度比で、2.98％
減少し、今年度目標達成となった。今後も社員の意識を
高くし、取組みを継続していく。

総排水量の削減

本年度における総排水量削減量は前年度比で0.55％増
加し今年度未目標達成となった。
増加傾向にある為、目標達成の為に今後も削減に取組ん
でいく。

環境教育・環境保全活動の推進

　会社周辺の清掃は、毎朝実施、地域環境美化活動でも
全員参加型で取組んできました。また、環境フェアや
キャンドルナイトといったイベントのときも積極的に参
加し、環境に対する知識を深めると共に意識高揚する事
が出来たと思われます。
会社内の環境負荷低減だけでなく、メスキュード事業部
ではお客様にリサイクル施設への搬入提案や、電子マニ
フェストの運用を環境経営システムの基盤となる取組み
を常時行ってきました。今後も、既存の取組みを基盤に
新たな取組みを取り入れていきます。

環境に配慮した商品、サービスの提供
グリーン購入

電子マニフェストの推進やエコペールの推進を行った。
備品等購入する時は、グリーン購入の推進を行った。

社会貢献活動への参加
　10月に久留米市ノーポイ運動、7月には久留米篠山
城の清掃ボランティアを行い、社会貢献活動を全員参加
型で取組んできました。

環境活動の取組み結果の評価と次年度の取組内容①　　　　　　　　　　
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環境活動の取組み結果の評価と次年度の取組内容②　　　　　　　　　　　

建設部

取組み内容 評価

ガソリン・軽油使用量による二
酸化炭素排出量の削減

本年度におけるガソリン・軽油使用量による二酸化
炭素排出量は前年度比で5.64％の減少となり、今年
度目標達成となった。
今後も効率の良い運転等を行っていき、今後もハイ
ブリッド車の導入・検討等を行っていく。

産業廃棄物リサイクル率
本年度における廃棄物リサイクル率は、97.07％の
未達成となった。今後も廃棄物の分別を行ってい
き、リサイクル率を高めていく。

環境に配慮した商品、サービス
の提供及び建材資材のグリーン

購入

環境に配慮した商品、サービスの提供として、廃棄
物の少ないリフォームの企画・販売を図ってきまし
た。また、資材等の購入の際には、グリーン購入認
定商品の検討・購入を進めてきました。今後も、取
組みを継続していきます。
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代表者による全体の評価と見直し　　　　　　　　

　キックオフしてから、12年が経ちました。外部からの苦情や関連法規に対する問題もな

く、取組み内容も幅広く、深みも増して来たように感じられます。また、従業員の環境保全

に対する意識は、活動を進めていくと同時に、必然と高まり、PDCAサイクルを有効に機能

する事が出来ました。環境関連部門、建設部門における受注高も順調に伸び、今後は新たな

事業の拡大へと繋げていく所存です。

　各取組みの実施状況をみていくと、メスキュード事業部では、電気使用量による二酸化炭

素排出量は、城島支店、事務所、RPF資源化センターにおいて減少している。RPF資源化セ

ンターについては太陽光発電設置による自社利用により、削減している。今後も効率の良い

運転・機械のメンテナンスに取り組んでいきます。

事務所については、遮熱材の設置を行い、また、昼休みの消灯やパソコンの省エネ等で、取

組みを継続していきます。

長崎支店においても昼休みの消灯やパソコンの省エネ等の取組みをしていきます。

　メスキュード事業部によるガソリン・軽油使用量による二酸化炭素排出量は前年比で減少

し、目標達成となった。しかしながら、今後車両の増加に伴い、ガソリン・軽油使用量が増

加していくものと思われ、今後も、従来の取組みを再度周知徹底、効率の良い回収ルートの

見直し、低燃費低公害車の導入等を行い、削減に取組んでいきます。

一般廃棄物排出量削減では、本年度における廃棄物排出量は前年度比増加したものの、今年

度目標達成となった。しかし、廃棄物排出量が増加しているので、社員の意識を高くし、今

後も取組みを継続していきます。

　本年度における総排水量削減量は前年度比で増加し、今年度目標未達成となった。

増加傾向にある為、今後も削減に取組んでいきます。

　建設部では、ガソリン・軽油使用量による二酸化炭素排出量削減では、今年度目標達成と

なった。

今後も効率の良い運転等を行っていき、今後もハイブリッド車の導入・検討を行っていきま

す。

　全社での二酸化炭素排出量は、前年度比5.2％（売電を含まない場合10.51％）の減少と

なった。売上高単位と比較すると前年度比12.8％（売電を含まない場合14.4％）の増加と

なった。

環境に配慮した商品、サービスの提供として、メスキュード事業部では電子マニフェストの

推進又はエコペールの推進を行った。建設部では、廃棄物の少ないリフォームの企画・販売

を図ってきました。また、資材等の購入の際には、グリーン購入認定商品の検討・購入を進

めてきました。今後も、取組みを継続していきます。
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産業廃棄物収集運搬業・特別管理産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業許可一覧表
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動
物
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固

形
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廃
棄
物

廃
石

綿
等

備
考

久留米市 あり H27.8.2 R4.8.1 11210002188 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● 優良

福岡県 なし H25.8.2 R2.8.1 4010002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

山口県 なし H30.6.1 R7.5.31 3506002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

佐賀県 なし H26.3.24 R3.3.23 4103002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

熊本県 なし H30.5.1 R7.4.30 4305002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

長崎県 なし H28.10.20 R5.10.19 4200002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

長崎市 あり H26.11.10 R3.11.9 7913002188 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 優良

大分県 なし H29.3.13 R6.3.12 4407002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

宮崎県 なし H29.3.26 R6.3.25 4504002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

鹿児島県 なし H29.7.6 R6.7.5 4659002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

沖縄県 なし H29.9.12 R6.9.11 4703002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良

広島県 なし H31.1.15 R8.1.14 4703002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
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久留米市 あり H26.3.7 R3.3.6 11260002188 ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● 優良
福岡県 なし H26.3.19 R3.3.18 4060002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
山口県 なし H30.3.31 R7.3.30 3556002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
佐賀県 なし H26.3.24 R3.3.23 4153002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
熊本県 なし H30.5.1 R7.4.30 4355002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
長崎県 なし H28.10.20 R5.10.19 4250002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
長崎市 あり H26.11.10 R3.11.9 7963002188 ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● 優良
大分県 なし H29.3.13 R6.3.12 4457002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
宮崎県 なし H29.3.26 R6.3.25 4554002188 ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
鹿児島県 なし H29.7.11 R6.7.10 4609002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
沖縄県 なし H29.9.12 R6.9.11 4753002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
広島県 なし H31.1.15 R8.1.14 4753002188 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 優良
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破砕 ● ● ● ● ● ● ●

圧縮 ● ● ● ● ● ●

圧縮固化 ● ● ● ● ●
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1

第24-13号

第1044号

許可年月日
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許可番号許可期限

※備考欄の優良は優良認定業者取得である。 許可品目の○印は収集運搬・積替保管の許可を示す品目である。●印については収集運搬の許可を示す品目である。
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